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粉河税務署からのお知らせ粉河税務署からのお知らせ
【問い合わせ先】粉河税務署　〒 649-6592　和歌山県紀の川市粉河 807
　・郵送等による申告書の提出及び問い合わせは
　　　個人課税第一部門　℡ 0736-73-4204（直通）℡ 0736-73-3301（代表）
　・贈与税及び相続税の問い合わせは
　　　資産課税部門　℡ 0736-73-3302（直通）

申告書は自分で書いて
お早めに！

◎税務署では、申告納税制度の本旨から、ご自分で申告書を書いていただく
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

「自書申告」を推進しております。
◎粉河税務署は、土・日・祝日は閉庁しており、申告の相談・受付などは行っておりませんが、申告書は、
郵送等又は税務署玄関の時間外収受箱に投函していただくことにより、提出することができますので、
記載事項や添付書類をよくご確認のうえ、ご提出ください。

～申告会場のお知らせ～
今年度の確定申告も、粉河税務署の申告会場は粉河町商工会館 2階です。
■期　　　　間／ 2月 1日㈭～ 3月 15 日㈭　ただし、土・日・祝日は除きます。
■場　　　　所／紀の川市粉河 878-2　粉河町商工会館 2階　会議室（粉河税務署から西へ徒歩 2分）
■申告相談時間／ 9：00 ～ 17：00　ただし、12：00 ～ 13：00 は除きます。

パソコンで申告書が作成できます!
国税庁ではホームページを開設し、確定申告書がご自分で作成できる

「確定申告書等作成コーナー」を掲載していますので、是非ご利用ください。

　　　　　　　　　　《国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp》

事業所得者等のための確定申告相談会
場　所／岩出市役所　1階　第 1会議室
　　　　岩出市西野 209 番地
日　時／平成 19年 2月 19日㈪
　　　　午前 10時～午後 3時 30分

※正午から午後 1時の間、申告アドバイスは行っ
ていません。

•当日は譲渡所得関係、贈与税及び相続税の相談は行って
おりません。

岩出市役所の申告会場
場　所／岩出市役所　3階　第6会議室

　　　　岩出市西野209番地

日　時／平成19年2月16日㈮～3月15日㈭

　　　　午前9時～午後4時

※土・日・祝日は閉庁です。
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～平成18年分の所得税から
　　　適用される主な改正事項～

●定率減税額が所得税額の 10％（最高 12 万 5 千円）に変
わりました（改正前：20％、最高 25 万円）。
●一定の要件を満たす住宅耐震改修をした場合に、その
費用の 10％（最高 20 万円）を住宅耐震改修特別控除と
して所得税額から控除することとされました。

　　この控除を受けるためには、地方公共団体の長が発
行する「住宅耐震改修証明書」などが必要です。
※住宅耐震改修特別控除は、住宅借入金等特別控除と
重ねて受けることができます。

●寄付金控除の適用下限額が 5千円に引き下げられまし
た（改正前：1万円）。
● 1回の支払額が、次により計算した金額以下である配
当等が、確定申告を要しない少額配当の対象となりま
した。

※この改正は配当等の支払の基準日が平成 18 年 5 月 1
日以降であるものについて適用されます。

住宅ローン減税について
（平成20年度  市·県民税から）

　平成 18 年 12 月 31 日までに入居された方について、今
回の税源移譲により、平成 19 年分以降の所得税における
住宅ローン控除による減税額が減ってしまう場合には、確
定申告書とともに税務署に申告書を提出するか、市役所に
申告書（様式は未定）を提出することにより、その減額分
を翌年度の市・県民税で減税することになりました。
（※平成 20 年度分は、平成 20 年 3 月 17 日までに申請して
ください。）

10 万円×配当計算期間の月数（最高 12か月）÷ 12

申告と納税は、期限内に　納税は、便利な振替納税で
※今年の振替日は、所得税：4月20日㈮

　　　　　　　　　消費税：4月26日㈭

～所得税の贈与税～　3月15日㈭まで
～個人事業者の消費税・地方消費税～　4月2日㈪まで

固 定 資 産 税 納 期
　平成18年度固定資産税第４期分の納期限
は 2月 28 日です。期日に遅れないように
お納め下さい。

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

と
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

（
一
部
免
除
を
含
む
）、
学
生
納
付

特
例
及
び
若
年
者
納
付
猶
予
の
承

認
を
受
け
た
期
間
の
あ
る
方
が
将

来
、
満
額
の
年
金
額
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
保
険
料
を
後
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
一
部
（
３
／
４
・
半

額
・
１
／
４
）
免
除
の
場
合
は
、

承
認
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
一
部
の

保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
に
限
ら

れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
追
納
は
、
10
年
前
の

分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
免
除
等
が

承
認
さ
れ
た
年
度
か
ら
２
年
を
経

過
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　

内
線　

１
６
４
〜
１
６
６

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
と
同
様
に
国
保
税
は
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

 

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か

ら
給
付
割
合
に
応
じ
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
給
付
の
全

額
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

年
金
課
国
保
係
ま
で
納
税
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税

 

納　

期

平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険

税
第
９
期
の
納
期
限
は
、

２
月
28
日
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お

納
め
く
だ
さ
い
。

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



4　2007.2　広報いわで

岩
出
市
選
挙
管
理

委
員
及
び
補
充
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
選

挙
の
結
果
、
選
挙
管
理
委
員
に

　

福
田　
　

治
（
新
田
広
芝
）

　

兜　
　

節
子
（
根
来
）

　

出
原　

安
雄
（
吉
田
）

　

能
木　
　

進
（
金
屋
）

ま
た
、
補
充
員
と
し
て

　

瀬
藤　

順
敬
（
山
崎
）

　

安
村　

介
吾
（
安
上
）

　

上
西　

治
雄
（
新
田
広
芝
）

　

中
井　
　

忍
（
曽
屋
）

が
新
し
く
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
12
月
28
日
に
開
催
さ
れ

た
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
新
委
員

長
に
福
田
治
氏
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

投 票 所 名 当日有権者数 投票者数
男 女 計 男 女 計

第１ 岩 出 地 区 公 民 館 1,254 1,438 2,692 478 556 1,034
38.12 38.66 38.41

第２ 山 崎 地 区 公 民 館 1,218 1,300 2,518 325 341 666
26.68 26.23 26.45

第３ 境 谷 集 会 所 26 36 62 25 29 54
96.15 80.56 87.10

第４ 根 来 地 区 公 民 館 1,221 1,366 2,587 351 389 740
28.75 28.48 28.60

第５ 押 川 集 会 所 9 12 21 8 12 20
88.89 100.00 95.24

第６ 上岩出地区公民館 1,697 1,866 3,563 498 548 1,046
29.35 29.37 29.36

第７ 船 山 地 区 公 民 館 398 466 864 147 155 302
36.93 33.26 34.95

第８ 鴨 沼 集 会 所 827 935 1,762 233 256 489
28.17 27.38 27.75

第９ 山宮の浦自治会集会所 719 822 1,541 193 217 410
26.84 26.40 26.61

第10 岩出市中央公民館 607 687 1,294 190 242 432
31.30 35.23 33.38

第11 岩出市民総合体育館 1,228 1,337 2,565 334 327 661
27.20 24.46 25.77

第12 紀泉台地区公民館 1,398 1,529 2,927 519 558 1,077
37.12 36.49 36.80

第13 上岩出地区コミュニティセンター 1.588 1,740 3,328 428 473 901
26.95 27.18 27.07

第14 岡 田 集 会 所 969 1,022 1,991 244 259 503
25.18 25.34 25.26

第15 岩出市総合保健福祉センター 1,342 1,461 2,803 314 312 626
23.40 21.36 22.33

第16 皆楽園在宅介護支援センター 978 1,135 2,113 209 252 461
21.37 22.20 21.82

第17 中 島 会 館 699 753 1,452 167 163 330
23.89 21.65 22.73

第18 サ ン ホ ー ル 1,100 1,222 2,322 234 274 508
21.27 22.42 21.88

第19 桜 台 地 区 公 民 館 1,054 1,077 2,131 264 278 542
25.05 25.81 25.43

合　　　　　　計 18,332 20,204 38,536 5,161 5,641 10,802
28.15 27.92 28.03

和歌山県知事選挙における各投票所の投票結果
（単位：人、％）

平成18年12月17日執行

和歌山県知事選挙
開票結果

当日有権者数 38,536人
投 票 総 数 10,802票
有効投票数 10,254票
無効投票数 548票
欠 票 数 0票
投 票 率 28.03％

候補者名（届出順）

候補者の氏名 党　派 得票数

泉としたか 無所属 3,590

にさか吉伸 無所属 6,664

合　　　　計 10,254

選挙管理委員会からお知らせ
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岩
出
警
察
署
通
信

高
齢
者
の
死
亡
事
故 

　

昨
年
12
月
20
日
現
在
、
岩
出
警

察
署
管
内
の
交
通
死
亡
事
故
は
13

件
13
名
に
の
ぼ
り
、 

う
ち
８
名
の

高
齢
者
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

　

管
内
の
高
齢
者
の
死
亡
事
故
の

主
な
特
徴
は 

◎ 

自
宅
付
近
で
の
発
生
（
約

87
％
） 

◎ 

道
路
の
歩
行
・
自
転
車
横
断

中
発
生
（
約
50
％
） 

◎ 

夕
暮
れ
時
、早
朝
に
発
生
（
約

62
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

〜
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す
〜 

１　

慣
れ
て
い
る
道
で
あ
る
ほ
ど

油
断
が
生
じ
、
交
通
事
故
を

招
き
ま
す
。 

２　

道
路
横
断
時
の
左
右
の
安
全

確
認
を
確
実
に
し
て
下
さ

い
。 

３　

日
暮
れ
が
早
く
な
っ
て
き
ま

し
た
の
で
、
暗
い
色
の
服
装

は
大
変
見
え
に
く
く
な
り
ま

す
。 

　
　

外
出
の
際
は
、
明
る
い
色
の

服
装
や
反
射
材
を
身
に
つ
け

て
下
さ
い
。 

飲
酒
運
転
の
根
絶 

　

飲
酒
運
転
は
、「
自
分
だ
け
は

大
丈
夫
」、「
少
し
し
か
飲
ん
で
い

な
い
か
ら
」
と
い
う
気
の
ゆ
る
み

か
ら
悲
惨
な
事
故
を
引
き
起
こ
す

犯
罪
で
す
。 

　

平
成
14
年
に
飲
酒
運
転
の
厳
罰

化
を
図
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し

て
全
国
で
飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大

事
故
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で

す
。 

飲
ん
だ
ら
乗
る
な 

飲
む
な
ら
乗
る
な 

を
合
い
言
葉
に
飲
酒
運
転
を
追
放

し
ま
し
ょ
う
。 

侵
入
等
犯
罪
抑
止
対
策 

　

岩
出
市
内
で
は
、
留
守
宅
を
ね

ら
う
空
き
巣
等
の
侵
入
盗
が
絶
え

ま
せ
ん
。 

〈
対
策
と
し
て
〉 

ド
ロ
ボ
ー
は
ド
ア
の
ガ
ラ
ス
を

割
っ
た
り
、
こ
じ
開
け
た
り
し

て
室
内
に
侵
入
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
「
ワ
ン
ラ

イ
ト
＆
ツ
ー
ロ
ッ
ク
運
動
」
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

「
ワ
ン
ラ
イ
ト
＆
ツ
ー
ロ
ッ
ク
運

動
」
と
は 

•
夜
間
は
門
灯
を
点
け
た
り
、
防

犯
灯
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
点

灯
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
建
物
の

近
辺
を
明
る
く
す
る
（
ワ
ン
ラ

イ
ト
）
こ
と
で
、
犯
人
を
寄
せ

つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
。 

•
扉
や
窓
に
補
助
錠
を
取
り
付
け

る
（
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）
こ
と
で
、

簡
単
に
犯
人
に
侵
入
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
。

こ
と
で
す
。

鍵
を
忘
れ
ず
に

　
　
　

〜
ツ
ー
ロ
ッ
ク

　

岩
出
市
内
で
は
、
自
転
車
、
ス

ク
ー
タ
ー
等
二
輪
車
の
盗
難
が
相

変
わ
ら
ず
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　

主
に
、
駅
の
駐
輪
場
や
ア
パ
ー

ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
駐
輪
場
で

発
生
し
て
い
ま
す
。 

被
害
を
防
止
す
る
に
は 

１　

自
転
車
に
は
鍵
を
必
ず
掛
け

る
。 

さ
ら
に
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
の

補
助
錠
を
か
け
る
。 

２　

長
期
間
放
置
し
な
い
。 

３　

ス
ク
ー
タ
ー
は
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
抜
く
だ
け
で
な
く
ハ

ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
必
ず
か
け

る
。
さ
ら
に
Ｕ
字
ロ
ッ
ク
な

ど
を
か
け
る
。 

※
今
後
も
岩
出
警
察
署
と
し
ま
し

て
は
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
自
治
体
、
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
等
の
機
関
と
連
携
し
て
犯
罪

抑
止
活
動
を
推
進
し
、
ま
た
巡
回

連
絡
等
を
通
じ
て
の
広
報
に
よ
り 

地
域
住
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
及

び
自
主
防
犯
活
動
の
促
進
を
図
り

ま
す
。
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（
仮
称
）
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

建
設
工
事
に
つ
い
て

ご
み
の
減
量
化
、
再
資
源
化
に
ご
協
力
を
！

①
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動

　

レ
ジ
袋
は
、
家
庭
か
ら
出
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ご
み
の
一
割
を
占
め
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
化
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
限

ら
れ
て
い
る
石
油
資
源
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

②
生
ご
み
の
水
切
り
の
徹
底

　

生
ご
み
の
50
％
以
上
は
水
分
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
を
出
す
際
に
は
、
十
分
に
水
切
り
し
ま
し
ょ
う
。

③
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
推
進

　

食
材
は
無
駄
な
も
の
は
買
わ
な
い
よ
う
に
計
画
的
に
購
入
し
、
食
べ
残
し
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

④
ご
み
の
出
な
い
買
い
物
の
工
夫
を

　

過
剰
な
包
装
を
断
っ
た
り
、
詰
め
替
え
容
器
を
使
用
し
た
商
品
を
選
ぶ
な
ど
、
買

い
物
時
に
工
夫
し
て
ご
み
の
排
出
抑
制
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
）

　

平
成
18
年
９
月
議
会
が
流
会
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
法

第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
専
決
処
分
を
行
っ
た（
仮
称
）

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
請
負
契
約
に
関
し
て
、
平
成
18

年
12
月
議
会
で
承
認
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　

現
在
、
新
施
設
は
、
平
成
20
年

度
中
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
事

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
平
成
19
年
３
月
末
か
ら
４
月

初
旬
に
は
建
設
工
事
が
着
工
と
な

り
、
工
事
車
両
等
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
通
行
に
際
し
て
は
、
十

分
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
新
施
設
の
処
理
フ
ロ
ー
）

　

市
が
採
用
し
た
流
動
床
式
ガ
ス

化
熔
融
炉
は
、
ご
み
の
保
有
す
る

熱
量
で
灰
を
熔
融
し
、
ス
ラ
グ
化

す
る
技
術
を
採
用
し
た
も
の
で
、

ガ
ス
化
炉
内
の
砂
の
下
層
か
ら
空

気
を
入
れ
て
砂
を
流
動
さ
せ
、

５
０
０
℃
〜
６
０
０
℃
に
保
持
し

な
が
ら
ご
み
を
蒸
し
焼
き
に
し
て

ガ
ス
化
し
、
そ
こ
で
発
生
し
た
ガ

ス
を
熔
融
炉
に
送
り
、
旋
回
さ
せ

な
が
ら
１
３
０
０
℃
程
度
の
高
温

状
態
で
完
全
燃
焼
さ
せ
、
灰
分
を

熔
融
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
材

等
へ
使
用
可
能
な
ス
ラ
グ
化
す
る

と
同
時
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を

分
解
す
る
最
新
の
技
術
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
ま
す
。

（
新
施
設
の
安
全
性
）

　

ガ
ス
化
熔
融
炉
は
、
全
国
的
に

逼
迫
し
て
い
る
最
終
処
分
場
や
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
問
題
並
び
に
ご
み
の

資
源
化
・
減
量
化
に
対
す
る
社
会

的
要
求
を
背
景
と
し
て
、
従
来
よ

り
一
歩
進
ん
だ
焼
却
技
術
の
研
究

開
発
が
進
め
ら
れ
て
登
場
し
た
処

理
方
式
で
あ
り
、
平
成
12
年
度
以

降
建
設
さ
れ
る
ご
み
処
理
施
設
の

多
数
を
占
め
る
な
ど
、
現
在
、
そ

の
技
術
シ
ス
テ
ム
は
、
す
で
に
成

熟
期
に
入
っ
て
い
る
段
階
で
あ

り
、
十
分
な
安
全
性
が
保
た
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
施
設
稼
動
に
際
し

て
運
転
操
作
に
起
因
す
る
故
障
等

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
処
理
業
務

に
万
全
を
期
す
べ
く
そ
の
体
制
の

整
備
を
図
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
み
の
排
出

マ
ナ
ー
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

ごみの減量化、再資源化、できることから始めよう !
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EKIDEN第6回 和歌山県市町村対抗
ジュニア駅伝競走大会
平成19年2月18日㈰  午前11:00  県庁前スタート

タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
熱
い
思
い  

栄
光
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て

　来る2月18日㈰、和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が開催されます。
　市では、毎年、市内の各小中学校から選出された選手らで駅伝チームを結成し、選手の育成・強化に努
め、大会での成績アップにつなげています。
　岩出チームは過去最高３位の成績を収めており、今回も上位入賞に期待がかかります。
　大会は、和歌山県庁前を出発し、和歌山マリーナシティをゴールとする10区間25㎞で行われます。
　市民の皆さん！我らが岩出チームに熱い声援をお願いします!!

山
本　

哲
広

　

岩
出
第
二
中
学
校
3
年

上
野　

大
輝

　

岩
出
中
学
校
2
年

川
﨑　

大
輝

　

山
崎
小
学
校
6
年

菅
原　

史
也

　

岩
出
小
学
校
6
年

中
谷　

勇
介

　

岩
出
中
学
校
2
年

田
林　

希
望

　

岩
出
第
二
中
学
校
1
年

中
野　
　

歩

　

山
崎
北
小
学
校
6
年

山
本　

浩
右

　

中
央
小
学
校
6
年

安
蘇　

美
由
紀

　

岩
出
中
学
校
2
年

宮
浦　

由
衣

　

岩
出
第
二
中
学
校
2
年

上
床　
　

稀

　

中
央
小
学
校
6
年

榎
本　

美
晴

　

岩
出
小
学
校
6
年

児
玉　

知
穂

　

岩
出
中
学
校
1
年

松
原　

杏
奈

　

岩
出
中
学
校
1
年

杉
山　

雅
美

　

山
崎
小
学
校
6
年

高
田　

夏
希

　

上
岩
出
小
学
校
6
年

狹
間　

悠
冶

　

山
崎
北
小
学
校
5
年

福
岡　

祥
平

　

岩
出
小
学
校
5
年

田
林　

は
る
な

　

上
岩
出
小
学
校
5
年

森
杉　

真
希

　

中
央
小
学
校
5
年
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まちのホットな情報を届けます

固定資産評価審査委員会委員に
山野謙二氏が就任
　固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴

い、12月定例市議会で選任された山野謙二氏（安

上）が平成 18年 12月 27日付けで就任されま

した。

教育委員に右藤和弘氏が再任

　教育委員の任期満了に伴い、12月定例市議会

において選任された右藤和弘氏（山崎）が平成

18年 12月 27日付けで再任されました。

　

市
で
は
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
方
が
世

代
を
越
え
て
参
加
し
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
や

福
祉
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
住
民

同
士
の
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
公

民
館
フ
ェ
ア
ー
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
皆
様
方
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
日
時　

平
成
19
年
3
月
4
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

◎
場
所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

◎
テ
ー
マ

　

心
の
ふ
れ
あ
い
と
健
康

◎
内
容　

式
典
・
測
定
機
器
に
よ

る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
各
種
体
験

コ
ー
ナ
ー
・
防
災
グ
ッ
ズ
展
示

コ
ー
ナ
ー
・
男
女
共
同
参
画

コ
ー
ナ
ー
・
花
の
苗
配
布
・
あ

な
た
の
ま
ち
の
郵
便
局
・
模
擬

店
・
年
長
児
（
各
保
育
所
、
保

育
園
、
幼
稚
園
）
の
作
品
の
展

示
等
、公
民
館
フ
ェ
ア
ー
で
は
、

コ
ン
サ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
・
試
食
コ
ー

ナ
ー
を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
。

※
当
日
、
駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す

の
で
、
お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

慮
下
さ
い
。

　

な
お
、
で
き
る
だ
け
巡
回
バ
ス

を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

な
お
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
公

民
館
フ
ェ
ア
ー
開
催
の
た
め
3
月

3
日
㈯
の
フ
リ
ー
開
放
・
3
月
4

日
㈰
の
フ
リ
ー
開
放
及
び
図
書
室

利
用
は
中
止
い
た
し
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

岩
出
市
女
性
会
議
で
は
、
次
の

と
お
り
「
市
制
施
行
記
念　

岩
出

市
女
性
の
つ
ど
い
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
皆
さ
ん
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。

◎
開
催
日
時

　

平
成
19
年
２
月
27
日
㈫

　
　

午
後
１
時
受
付

　
　

午
後
１
時
30
分
開
会

◎
開
催
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
内
容

　

☆
紙
芝
居

　
　
「
岩
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
奮
闘
記
」

　
　

出
演
者

岩
出
市
男
女
共
同
参
画
推

進
員

　

☆
講
演
会

　
　

県
消
費
者
啓
発
講
座

「
お
母
さ
ん
を
狙
う
！

本
当
に
あ
っ
た
怖
い
、
危
な
い

お
話
」

　

講
師Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
わ
か
や
ま
暮
ら

し
ふ
ぁ
い
ど

　
　

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　

根
岸　

裕
子
氏

　

★
手
話
通
訳
、
一
時
保
育
（
事

前
申
込
２
月
15
日
ま
で
）
あ
り
ま

す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
長
公
室
内

　
　

岩
出
市
女
性
会
議
事
務
局

　
　
（
内
線
１
１
４
）

市
制
施
行
記
念

「
岩
出
市
女
性
の
つ
ど
い
」

　
　
　
　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

第
10
回 

岩
出
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

第
15
回 

公
民
館
フ
ェ
ア
ー

　
　
　
　

同
時
開
催
の
お
知
ら
せ
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１
月
３
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
大

宮
緑
地
総
合
公
園
に
お
い
て
消
防

団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
、
中
芝
市

長
挨
拶
の
後
、
部
隊
視
閲
、
永
年

勤
続
者
等
の
表
彰
を
行
い
、
来
賓

の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
出
橋
下
流
紀
の
川
の

北
側
河
川
敷
に
お
い
て
、
各
部
隊

が
一
斉
放
水
を
行
い
、
出
初
式
は

盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
当
日
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
団
員
の
方
々
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

（
敬
称
略
）

和
歌
山
県
消
防
協
会
長
勤
続
表
彰

（
20
年
）

　

第
１
機
動
隊　
　
　

榎
本
泰
久

和
歌
山
県
消
防
協
会
那
賀
支
部
長

　

勤
続
表
彰
（
17
年
）

　

第
１
分
団
第
１
部　

道
本
保
幸

　
　
（
同
）　　
　
　
　

林　

孝
誠

　
　
（
同
）　　
　
　
　

林　

光
彦

　
　
（
同
）　　
　
　
　

林　

紀
宏

　

第
２
分
団
第
４
部　

大
塚
尚
男

岩
出
市
優
秀
部
隊
表
彰

　

第
４
機
動
隊
（
上
岩
出
地
区
）

第
２
分
団
第
５
部
（
相
谷
・
西

安
上
・
原
・
紀
泉
台
）

　

当
消
防
組
合
の
救
急
車
に
積
載

し
て
い
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器

は
、
す
べ
て
単
相
性
で
あ
り
、
今

回
新
た
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器

の
二
相
性
を
導
入
し
救
急
車
に
積

載
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
自
動
体
外
式
除
細
動

器
は
、
単
相
性
で
一
方
向
の
通
電

な
の
に
対
し
、
二
相
性
は
両
方
向

性
の
通
電
を
も
た
ら
す
こ
と
で
、

単
相
性
に
比
べ
必
要
な
通
電
量
が

少
な
い
た
め
、
通
電
に
よ
る
心
筋

へ
の
障
害
が
少
な
い
の
が
特
徴
で

す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
交
通
事
故
等

に
よ
る
傷
病
者
の
有
効
か
つ
的
確

な
脊
椎
固
定
処
置
を
実
施
す
る
た

め
、
脊
椎
固
定
用
機
器
（
シ
ョ
ー

ト
ボ
ー
ド
）
を
（
社
）
日
本
損
害

保
険
協
会
に
寄
贈
要
望
を
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
当

消
防
本
部
に
４
基
の
寄
贈
が
決
定

し
、
３
消
防
署
の
救
急
車
と
中
消

防
署
の
救
助
工
作
車
に
積
載
し
ま

し
た
。

　

こ
の
機
器
は
、
交
通
事
故
等
で

座
っ
て
い
る
傷
病
者
に
対
し
て
、

寝
か
す
等
の
体
位
変
換
を
行
う
こ

と
な
く
上
半
身
の
脊
柱
固
定
が
で

き
、
傷
病
者
の
動
揺
を
最
小
限
に

お
さ
え
ら
れ
る
機
器
で
す
。

　

今
回
、
両
資
器
材
の
積
載
に
よ

り
、
災
害
現
場
に
お
い
て
早
期
か

ら
傷
病
者
に
対
し
て
有
効
か
つ
迅

速
に
、
ま
た
的
確
に
処
置
を
施
す

こ
と
に
よ
っ
て
救
命
率
及
び
社
会

復
帰
率
の
向
上
に
役
立
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

平
成
19
年

　

岩
出
市
消
防
団
出
初
式
挙
行

自
動
体
外
式
除
細
動
器(

二
相
性)

と
脊
椎
固
定

用
機
器(

シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド)

を
新
た
に
救
急
車

に
積
載
し
ま
し
た
。（
那
賀
消
防
組
合
か
ら
）

NEWS IWADE

自動体外式除細動器（二相性）脊椎固定用機器（ショートボード）
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生生活活環環境境
ののペペーージジ

みんなでつくろう！ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促

進
し
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を

図
る
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
し
た
方
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
次
の
と
お
り
、
補
助
し

て
い
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

（
法
人
等
事
務
所
は
除
く
）

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売

店
か
ら
処
理
機
を
購
入
す
る

方
③
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
19
年
３
月
31
日
ま
で
の
期

間
に
処
理
機
を
購
入
し
、
自

己
の
住
居
に
設
置
で
き
る
方

④
周
辺
の
人
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
、
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
方

⑤
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど

適
切
に
処
理
し
、
生
ご
み
を

減
量
化
で
き
る
方

○
受
付
期
間

•
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
19
年
３
月
31
日
ま
で
の
随

時
•
補
助
予
定
台
数
40
台
に
達
し

た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
補
助
対
象
品
目

　

•
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

○
補
助
金
額
等

•
１
台
あ
た
り
購
入
金
額
の
二

分
の
一
。
た
だ
し
、
補
助
限

度
額
は
二
〇
，
〇
〇
〇
円
と

す
る
。

•
一
世
帯
あ
た
り
１
台
と
す

る
。

※
申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　

内
線
（
１
８
５
・
１
８
６
）

◎
犬
は
、つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
！

○
犬
の
放
し
飼
い
は
、
県
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は
、
必

ず
引
き
綱
な
ど
で
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◎
鑑
札
・
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の

首
輪
な
ど
に
付
け
ま
し
ょ
う
！

○
万
が
一
の
行
方
不
明
時
に
、

「
鑑
札
・
注
射
済
票
」
は
迷

い
犬
札
に
な
り
ま
す
。

◎
排
便
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
！

○
排
便
（
尿
）
は
専
用
ト
イ
レ

等
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ

ま
し
ょ
う
。（
自
宅
で
済
ま

せ
て
か
ら
散
歩
を
し
ま
し
ょ

う
。）

○
散
歩
中「
ふ
ん
」を
し
た
時
は
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◎
泣
き
声
、
悪
臭
を
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！

○
犬
の
つ
な
ぐ
場
所
を
考
え

て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
飼
っ
て
い
る
場
所
を
清
潔
に

し
ま
し
ょ
う
。

電動式生ごみ処理機
購入補助金について

お 知 ら せ

平成18年度 生ごみ処理容器
購入補助についてお知らせ
　岩出市では、家庭から排出されるごみ

の減量化及び堆肥化による資源の再利用

（リサイクル）を図るため、生ごみ処理

容器について購入価格の二分の一を補助

しています。

　生ごみ処理容器（Ａ）タイプ20基、（Ｂ）

タイプ 20基程度の補助枠がありますの

で、ご希望の方は、印鑑をご持参の上、

生活環境課までお申し込み下さい。

　なお、電話での申し込み受付はできま

せんのでご了承下さい。

ご
み
の

ご
み
の

不
法
投
棄
禁
止
！

不
法
投
棄
禁
止
！

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道

路
な
ど
に
捨
て
た
場
合
に
は
、

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
処
罰
さ

れ
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
発
見
し
た
場
合
は
、

生
活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

犬･猫の飼育は
飼い主の
責任と愛情で
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生活環境のページ

2 月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 2月 ７ 日・21日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 2月 14日・28日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）
◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）
◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）
◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。

　平成 18年 4月 1日より岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」
への記入とあわせて、「免許証等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいてお
りますので、市民の皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。持込車両は、鉄板の上をさけてロータリー植
え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。（鉄板は計量機で危険です。）

＊現在クリーンセンターでは、新施設建設工事を行っていますので、搬入時は充分注意して下さい。
＊ごみの搬入時間は、月曜日から金曜日の午前 8時 30分から 12時までの午前中です。

　岩出市では、「ごみのないまち　きれいなまち　
美しいふるさとづくり」実現のため、各種団体等で
自主的に清掃活動が実施されています。
　「岩出市生活環境連絡協議会」は、市内における
ごみの不法投棄の早期発見や不適正な処理を防止す
ることを目的に住民自ら組織した団体で、毎月、定
期的に不法投棄防止のための監視パトロールを実施
したり、年に２～３回、河川や不法投棄が多い箇所
での清掃活動が行なわれています。
　当会では、今回、市民の皆さんへも広く呼びかけ
をして、右記のとおり清掃活動を実施することにし

ましたので、多くの皆さんのご参加とご協力をお願
いします。
○開催日時　平成19年2月25日㈰午前９時集合（小
雨決行）（なお、雨天時は、３月４日（日）に延期
します。）
○集合場所　岩出市根来「根来公園墓地東駐車場（上
側の駐車場）」
○準備物　清掃作業に必要なごみ袋、金火ばしは主
催者で用意します。
○問い合わせ先　生活福祉部生活環境課

根来山げんきの森
清掃活動実施のお知らせ
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総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400 保保健健推推進進
だだよよりり

　子どものアトピー性皮膚炎に悩んでいた、ある主婦の投稿です。
　「医食同源」と古来より中国で言われるように、病気の治療も普段の食
事もともに人の生命を養い健康を維持するためのもので、その源は同じ
であるとする考え方から食の重要性を認識し、子どものアトピー性皮膚
炎に悩まされながら成長する過程で「食」そのものに問題があるのでは
ないかと思うようになり、いかにシンプルで安全な食品を与えられるか
を思い巡らせている時「粗食」に出逢いました。
　「粗食」というと粗末な食事というイメージがありますが、本来は日本
人が穀物を主食とし、魚介類、野菜、豆類、海操類を食材として食して
きたとても健康な食事法で、日本人が昔から受け継いできた和食をおい
しくいただくという事です。私は特別難しい事はしていませんが、安全
で新鮮な食材を使う事、1日の食事により多くの食材を使う事、旬の食
材を使う事を基本とし、例えばご飯を炊く時五穀米を入れる事で五品目
増やしたり、味噌汁を具沢山にするという簡単な事を実践しています。
　今はスーパーに一年中同じ野菜が並んでいますが、旬のものを味わう
事はその食べ物が一番おいしい時に食べると
同時に身体に一番良い物を食べる事です。次代
を担う子どもはもちろんの事これから加齢し
ていく私たちも長い将来を心身ともに健やか
に過ごせるよう家族のために健全な食生活の
向上に努めて行きたいと思います。

～私の健康法～～私の健康法～
紹 介 し ま す紹 介 し ま す

平成19年度 各種検診・
高齢者インフルエンザ
予防接種申込について
　各種検診・高齢者インフルエン

ザ予防接種の申込期日が 2月 28

日までとなっています。

　申込書は、１月広報と一緒に配

布しておりますので、検診・高齢

者インフルエンザ予防接種を希望

される方は申込書を早急に郵送又

は、保健推進課までご持参下さい。

　申込期日を過ぎますと、受ける

ことができませんので、御了承下

さい。

　なお、申込書がない方は、岩出

市総合保健福祉センターと岩出市

役所総合受付に置いています。

月 日 曜 歯科医師名 住所（診） TEL（診）

2　

月

4 日 もりもと歯科 岩出市山田 4-7 69-2688

11 日 神野歯科医院 紀の川市粉河 1724 73-2309

12 月 清瀧歯科医院 紀の川市花野 117 77-6161

18 日 崎山歯科医院 紀の川市貴志川町丸栖34-7 64-8727

25 日 たかぎ歯科医院 岩出市水栖 11-10 63-0416

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえ御来院ください。
※当番医が急に変更となる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会



平成19年2月 平成19年 3月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
26日㈪

H18 年 10 月生まれ
19日㈪

H18 年 11 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

27日㈫ 20日㈫

7か月児
20日㈫

H18 年 7 月生まれ
13日㈫

H18 年 8 月生まれ 13:00 ～ 13:15
21日㈬ 14日㈬

1歳8か月児
6日㈫

H17 年 6 月生まれ
6日㈫

H17 年 7 月生まれ 13:00 ～ 13:15
7日㈬ 7日㈬

3歳6か月児
9日㈮

H15 年 7 月生まれ
9日㈮

H15 年 8 月生まれ 13:00 ～ 13:30
16日㈮ 16日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
6日㈫

H18 年 3 月生まれ
6日㈫

H18 年 4 月生まれ 9:00 ～ 9:30
7日㈬ 7日㈬

2歳6か月児
9日㈮

H16 年 7 月生まれ
9日㈮

H16 年 8 月生まれ 9:00 ～ 9:30
16日㈮ 16日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

14日㈬
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

12日㈪
沐浴教室
妊娠疑似体験
産後うつについて

13:15 ～ 13:30

予
防
接
種

BCG 5日㈪ 〈通知〉平成18年 10月生まれ
〈対象〉6か月未満の未接種者 5日㈪ 〈通知〉平成18年 11月生まれ

〈対象〉6か月未満の未接種者 13:00 ～ 14:00

栄
養
教
室

離乳食 22日㈭ 離乳食 22日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

5日㈪
23日㈮

機能訓練室のフリー
開放

5日㈪
23日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

2月10日㈯
ミレニアシティ
オークワ

3月4日㈰
総合保健福祉センター
（ふれあいまつり）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16
～ 69歳）
65 歳以上の方は 60
～ 64 歳の時に 1 回
でも経験のある方

2月27日㈫ 松源㈱岩出中黒店 3月10日㈯
ミレニアシティ
オークワ

保健事業予定表保健事業予定表
（平成19年2月、平成19年3月）

保健推進だより

13 広報いわで　2007.2
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

福　

祉

問い合わせ先

2
月
27
日
㈫

2
月
22
日
㈭

2
月
20
日
㈫

2
月
15
日
㈭

2
月
13
日
㈫

2
月
8
日
㈭

2
月
の
開
放
日

岩

出

保

育

所

岩
出
第
二
保
育
所

根

来

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

山

崎

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

保
育
所
名

62
―
２
４
０
２

63
―
０
２
６
９

62
―
２
７
０
１

62
―
２
８
１
４

62
―
２
８
４
４

62
―
０
７
３
２

電
話
番
号

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み

を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を
対

象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い
て
、

毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
月
1

回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等

「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ
」

　

子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
の
た
め
に
、
左
記
の
日

程
で
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

平
成
19
年
2
月
21
日
㈬

○
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時

○
場
所　

根
来
地
区
公
民
館

　
　
　
　
（
２
Ｆ
・
和
室
）

○
内
容　

育
児
相
談

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

６
名（
一
時
保
育
あ
り
）

※
相
談
希
望
の
方
は
、
２
月
17

日
㈯
ま
で
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ヘ
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

学
校
給
食
費
の
お
知
ら
せ

　

給
食
の
運
営
は
、
保
護
者
か
ら

納
付
さ
れ
る
給
食
費
で
賄
材
料
等

を
購
入
し
て
運
営
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
安
定
し
た
給
食

を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
給
食
費

の
確
保
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
学
校
給
食
費
の
滞
納
が

給
食
運
営
に
際
し
て
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
督
促
状
・
催
告
状
等

の
処
置
を
行
な
っ
て
も
完
納
し
な

い
場
合
は
、
本
年
度
か
ら
民
事
訴

訟
法
に
基
づ
き
和
歌
山
簡
易
裁
判

所
に
支
払
督
促
の
申
立
を
行
い
、

預
貯
金
等
の
差
押
を
行
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
保
護
者
の
皆
様
は
、

必
ず
納
期
限
ま
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

あったか家族の絵大募集
　子育ての大切さや楽しさを広く啓発
し、社会全体で子育てを支援する気運を
醸成するため、児童福祉週間（毎年 5月
5 日～ 5 月 11 日）行事の一環として、
子どもを中心とした「あったか家族の絵」
（子どもを含む家族とします。）を募集し
ます。
テーマ
「家族」（ただし、子どもを含む家族とし
ます。）
対　象
3歳以上小学校低学年（小学 2年）まで
の児童
規　格
用紙：4つ切り画用紙（38㎝× 54㎝）・横長
画材：クレヨン・クレパス・水彩絵の具
申し込み
平成19年2月19日（月）～3月23日（金）
〔当日消印有効〕
所定の応募用紙に必要事項を記入し、県
庁子ども未来課あて郵送又は持参（応募
者が 36 名になり次第、募集を締め切り
ます。）　　　　
応募用紙は、県ホームページからダウン
ロード可能
作品掲示
和歌山電鐵株式会社（県子育て応援企業
認定）のいちご電車内に掲示します。
【掲示期間】平成 19 年 4月 28 日㈯～ 5
月 6日㈰まで
車掌体験
応募者の中から抽選で 3名、いちご電車
で車掌体験ができます。
【車掌体験日】平成 19年 4月 28日㈯
その他
応募者 36 名に、貴志川観光いちご狩り
園の入園割引を行います。
【割引期間】平成 19 年 5月 12 日㈯～ 5
月 20日㈰まで
応募作品は一人１作品とし、原則として
返却しません。
問い合わせ
県庁子ども未来課（TEL 073-441-2492）
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暮らしの情報

生
涯
学
習

募　

集

　

場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

二
階　

大
会
議
室

　

テ
ー
マ　

岩
出
市
の
仏
教
絵
画

　

講
師　

大
河
内　

智
之　

氏

（
和
歌
山
県
立
博
物
館

学
芸
員
）

　

参
加
費　

無
料

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館
で
は
、
市

の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
、
知
識

と
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
歴
史

講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

日
時　

平
成
19
年
２
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

午
後
３
時
00
分
ま
で

２
月
16
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
649

6292
岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

公
民
館
係
ま
で
お
申
込
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、

抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
方

が
対
象
で
す
。

【
内
容
】
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

全
般　

フ
ァ
イ
ル
の
開
き
方
・
保

存
等

【
テ
キ
ス
ト
代
】
千
円

【
日
程
】
４
月
６
・
13
・
20
・
27

日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

１
講
座
４
日
間
の
受
講
に
な
り

ま
す
。

【
応
募
資
格
】
岩
出
市
民
の
方

（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
「
第
１
回
パ
ソ
コ

ン
基
礎
教
室
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

◎
成
人
講
座

•
閉
講
式

日
時
＝
２
月
21
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー

ル

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
教
養
講
座

「
介
護
保
険
制
度
と
介
護
予
防
に

つ
い
て
」

講
師
＝
岩
出
市
生
活
福
祉
部

　
　

保
険
年
金
課　

職
員

▼
紀
泉
台
学
園

日
時
＝
２
月
13
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
岩
出
台
学
園

日
時
＝
２
月
16
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

日
時
＝
２
月
20
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

日
時
＝
２
月
23
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

日
時
＝
２
月
26
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

　

岩
出
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
と

し
て
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
臨
時
保
育
士

保
育
士
免
許
を
有
す
る
方
で
長

期
間
勤
務
で
き
る
方

○
臨
時
調
理
員

調
理
師
免
許
を
有
す
る
方
で
長

期
間
勤
務
で
き
る
方

○
提
出
書
類

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

保
育
士
証
ま
た
は
調
理
師
免
許

証
の
写
し

○
勤
務
開
始
年
月
日

　

平
成
19
年
４
月
２
日
㈪

○
面
接
日
等
詳
細
は
後
日
通
知

○
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈭
〜
２
月
16
日
㈮

○
そ
の
他

採
用
さ
れ
た
方
は
、
社
会
保
険

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

内
線
３
２
５

○
施
設
管
理
人　

１
名

○
年
齢
要
件
等　

岩
出
市
在
住
で

65
歳
未
満
の
健
康
な
方

○
勤
務
時
間　

週
40
時
間
（
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

○
賃
金　

一
日
５
，
２
４
０
円

○
採
用
年
月
日　

平
成
19
年
４
月

１
日

○
受
付
期
間　

平
成
19
年
２
月
５

日
㈪
〜
２
月
16
日
㈮

○
応
募
方
法　

直
接
持
参
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
い
た
だ
く

か
郵
送
（
２
月
16
日
必
着
）
し

て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
書
類

•
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
１
枚

•
小
論
文
「
地
域
に
お
け
る
生
涯

学
習
施
設
の
役
割
に
つ
い
て
」

○
面
接
日
等
は
後
日
通
知
し
ま

す
。

○
提
出
先
及
び
問
合
せ
先

　

〒
６
４
９

６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課

　
　

内
線
２
８
２
・
２
８
５

歴
史
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室
受
講
生
募
集

第
１
回
パ
ソ
コ
ン
教
室
（W

ind
ow
s

）
教
室

保
育
所
臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

岩
出
市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
施

設
管
理
人
を
募
集
し
ま
す
。
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行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

２
月
22
日
（
木
曜
日
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

金
池
92
番
地

電
話　

岩
出
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

℡
63

３
２
４
６
㈹

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

和
歌
山
県
子
ど
も
の

人
権
専
門
委
員
会
か
ら

お
知
ら
せ

２
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で

　
「
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番
」

を
開
設
！

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
無
料
で
電
話
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

☎
０
５
７
０

０
７
０

１
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
７
３

４
２
５

２
７
０
４

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
委
員
室
内
）

　

―　

相
談
内
容
等　

―

①
い
じ
め
、
体
罰
、
登
校
拒
否
、

子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
に
関
わ
る
す
べ
て
の
問

題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
人
権

専
門
委
員
が
電
話
相
談
に
応
じ

ま
す
。

②
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
と
直

接
会
っ
て
相
談
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

③
２
月
17
日
以
降
も
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
。
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）
ま
で
同
じ
電
話
番
号
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。（
休
日
及
び

夜
間
は
留
守
番
電
話
に
な
り
ま

す
。）

　

保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
小
学
校
の
児
童
に

対
し
、
授
業
の
終
了
後
に
小
学
校

等
の
余
裕
教
室
を
利
用
し
て
、
適

切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え

て
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た

め
、
学
童
保
育
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
市
で
は
岩
出
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し
て

各
学
校
ご
と
に
学
童
保
育
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
対
象
児
童

　

小
学
一
年
生
か
ら
三
年
生

○
休
所
日

•
日
曜
日

•
夏
休
の
う
ち
８
月
13
日
〜
16
日

•
年
末
年
始
12
月
28
日
〜
１
月
５

日
•
警
報
の
出
た
日

•
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
指

定
す
る
日

○
保
育
時
間

　

学
校
の
授
業
の
あ
る
日

　
　

放
課
後
13
時
か
ら
18
時

　

学
校
の
授
業
の
な
い
日

　
　

原
則
と
し
て
８
時
か
ら
18
時

○
保
育
料

　

月
額　

８
，
８
０
０
円

○
お
や
つ
代

　

月
額　

１
，
２
５
０
円

○
保
険
料

　

年
額　

１
，
５
７
１
円

【
学
童
保
育
入
所
受
付
に
つ
い
て
】

○
入
所
申
込
の
受
付

　

来
年
４
月
か
ら
新
規
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
の
み
次
の
と
お
り
受

付
を
行
い
ま
す
。

○
日　

時

平
成
19
年
２
月
６
日
㈫
か
ら
２

月
９
日
㈮
ま
で

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

○
場　

所

　

岩
出
市
役
所
第
１
会
議
室
Ｂ

　
（
正
面
玄
関
横
）

＊
当
日
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

＊
や
む
を
得
な
い
理
由
で
受
付
期

間
中
申
込
が
で
き
な
い
方
は
、

郵
送
で
も
可
能
と
い
た
し
ま

す
。（
期
日
ま
で
の
消
印
有
効

と
い
た
し
ま
す
。）

＊
入
所
希
望
者
が
多
い
学
童
保
育

所
は
、
抽
選
、
ま
た
は
、
住
所

地
に
よ
っ
て
も
学
童
保
育
所
の

変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

学
童
保
育
所
は
次
の
と
お
り
で

す
。

•
ホ
ー
プ
い
わ
で

•
ホ
ー
プ
や
ま
さ
き

•
ホ
ー
プ
や
ま
さ
き
北

•
ホ
ー
プ
ね
ご
ろ

•
ホ
ー
プ
か
み
い
わ
で

•
ホ
ー
プ
あ
い
あ
い

•
ホ
ー
プ
ち
ゅ
う
お
う

　

入
所
方
法
等
わ
か
ら
な
い
事
が

あ
れ
ば
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

岩
出
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

内
線
２
７
６

相　

談

お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
度 

学
童
保
育
入
所
ご
案
内

暮らしの情報

第
２
回
岩
出
市
と
き
め

き
交
通
大
学
学
生
募
集

に
つ
い
て

　

第
２
回
岩
出
市
と
き
め
き
交
通

大
学
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

（
入
学
資
格
）

　

原
則
と
し
て
、
岩
出
市
在
住
の

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
募
集
人
数
）　

25
人
程
度

（
募
集
〆
切
）

　

平
成
19
年
２
月
28
日

（
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み
先
）

　

総
務
課
（
内
線
１
２
２
）

有
害
鳥
獣
捕
獲
の

実
施
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
２
月
１
日
㈭
〜
平
成

19
年
２
月
28
日
㈬
の
期
間
、
根
来

鳥
獣
保
護
区
（
一
部
除
く
）
及
び

万
燈
鳥
獣
保
護
区
（
一
部
除
く
）、

万
燈
特
別
保
護
地
区
に
お
い
て
は

こ
わ
な
に
よ
る
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ

シ
シ
）
の
捕
獲
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

期
間
中
に
お
き
ま
し
て
は
、
安

全
対
策
に
万
全
を
期
し
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

　

農
林
経
済
課
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暮らしの情報

　

岩
出
市
に
お
け
る
入
札（
見
積
）

参
加
資
格
登
録
有
効
期
限
（
平
成

19
年
３
月
31
日
）
が
近
づ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
登

録
を
希
望
さ
れ
る
方
や
、
今
回
よ

り
新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
に
つ
い

て
、
平
成
19
年
２
月
１
日
か
ら
平

成
19
年
２
月
28
日
ま
で
申
請
書
を

受
け
付
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

※
受
付
場
所

和
歌
山
県
岩
出
市
西
野
２
０
９

番
地

※
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
管
財
係

【
注
意
】

　
「
建
設
工
事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
」
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
２
月

１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。

　

泉
南
市
と
岩
出
市
を
通
る
主
要

地
方
道
泉
佐
野
岩
出
線
は
、
関
空

や
泉
南
と
紀
北
を
結
ぶ
重
要
な
幹

線
道
路
で
あ
り
、明
治
以
降
は「
根

来
街
道
」
と
呼
ば
れ
、
泉
州
と
紀

州
を
結
ぶ
歴
史
街
道
の
一
つ
で

す
。

　

泉
州
と
紀
州
の
境
と
な
る
和
泉

山
脈
に
は
、
昔
か
ら
の
里
道
や
峠

道
が
あ
り
、本
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、

紀
泉
わ
い
わ
い
村
か
ら
紀
泉
山
脈

を
横
断
し
て
岩
出
市
の
根
来
寺
に

至
る
ル
ー
ト
を
通
り
、
自
然
、
歴

史
、
文
化
、
観
光
施
設
に
触
れ
な

が
ら
、
中
継
点
や
ゴ
ー
ル
で
は
豚

汁
と
善
哉
の
ふ
る
ま
い
や
観
光
Ｐ

Ｒ
を
併
催
し
、
根
来
街
道
周
辺
の

魅
力
を
参
加
者
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

•
開
催
日
時

平
成
19
年
２
月
25
日（
日
曜
日
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

30
分
頃

　

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

•
集　

合

南
海
樽
井
駅
、
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川

駅
、
Ｊ
Ｒ
岩
出
駅
の
各
駅
に
８

時
30
分
集
合

•
コ
ー
ス

各
集
合
駅
（
バ
ス
）・
・
・
紀

泉
わ
い
わ
い
村
↓
梵
天
山
展
望

台
↓
根
来
山
げ
ん
き
の
森
↓
根

来
寺
境
内
↓
根
来
寺
大
門
・・・

（
バ
ス
）
各
集
合
駅
（
歩
行
距

離
約
10
㎞
）

•
主　

催

根
来
街
道
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
振
興
協
議
会

•
参
加
費

大
人
（
中
学
生
以
上
）
一
人
一

○
○
○
円
子
供
一
人
５
０
０
円

（
集
合
駅
か
ら
の
往
復
バ
ス
代

を
含
む
）

•
募
集
定
員

３
０
０
人
（
小
学
校
高
学
年
以

上
。
な
お
、
小
学
生
は
引
率
者

同
伴
に
限
る
。）

•
募
集
期
間

平
成
19
年
２
月
１
日
㈭
か
ら
平

成
19
年
２
月
15
日
㈭
当
日
消
印

有
効
（
但
し
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）

•
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
で
次
の
事
項
を
記
載
の

う
え
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

①
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号

②
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
代
表
者

名
③
集
合
す
る
駅
名

※
電
話
等
に
よ
る
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。

•
申
込
・
問
合
せ
先

根
来
街
道
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
振
興
協
議
会
事
務
局　

〒
６
４
９

６
２
９
２
和
歌
山

県
岩
出
市
西
野
２
０
９
（
岩
出

市
役
所
農
林
経
済
課
内
）
℡

０
７
３
６

６
２

２
１
４
１

•
当
日
雨
天
中
止
の
問
合
せ

当
日
雨
天
（
荒
天
）
の
場
合
の

態
度
決
定
は
午
前
６
時
に
行
い

ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
問
合

せ
下
さ
い
。

　

当
市
で
は
児
童
の
登
下
校
時
の

警
戒
、
夜
間
の
見
回
り
等
を
行
っ

て
い
る
自
治
会
に
対
し
、

　

腕
章
、防
犯
ベ
ス
ト
、マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

　
　

総
務
部
総
務
課
防
犯
係

入
札
（
見
積
）
参
加
資
格
審
査
申
請

（
物
品
関
係
）
の
お
知
ら
せ

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
支
援
に
つ
い
て

泉南・紀北の自然、歴史、文化を学ぶ

開催のお知らせ
～泉南海岸と紀ノ川平野のパノラマ展望を楽しもう～

第１号被保険者（65歳以上）
介護保険料普通徴収　納期
　平成18年度介護保険料第9期分の

期限は、2月28日㈬です。

期日に遅れないようにお納めください。

　介護保険は、あなたの保険料で運営

されています。便利で確実な口座振替

制度をご利用ください。
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暮らしの情報

　

早
春
の
根
来
路
を
心
地
良
い
汗

を
流
し
な
が
ら
駆
け
抜
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

市
制
施
行
記
念
・
合
併
50
周
年

記
念
第
一
回
岩
出
市
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
で
も
参

加
で
き
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

　

多
数
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

○
日　

時

　

平
成
19
年
３
月
11
日
㈰

　
　
　

午
前
７
時
30
分
か
ら
受
付

※
受
付
に
つ
い
て
の
詳
細
は

「
参
加
者
受
付
」
項
目
を
参
照

し
て
下
さ
い

　
　

午
前
９
時
00
分
開
会
式

　
　

午
前
９
時
45
分
か
ら
各
種
目

　
　
　
　

順
次
ス
タ
ー
ト

○
集
合
場
所

　

根
来
若
も
の
広
場

○
参
加
者
受
付

⑴
大
会
前
日

〔
場
所
〕
岩
出
市
民
総
合
体
育
館

〔
時
間
〕
午
後
２
時
00
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
00
分

⑵
大
会
当
日

〔
場
所
〕
根
来
若
も
の
広
場

〔
時
間
〕
午
前
７
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
00
分

○
参
加
種
目

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
２
㎞

（
小
学
３
年
生
以
下
の
子
供
２
名

以
内
と
そ
の
保
護
者
１
名
）

　

※
個
人
（
小
学
４
年
生
以
上
）

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

◎
小
学
生
３
㎞

　

男
子　

小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

男
子　

小
学
３
・
４
年
生
の
部

　

男
子　

小
学
５
・
６
年
生
の
部

　

女
子　

小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

女
子　

小
学
３
・
４
年
生
の
部

　

女
子　

小
学
５
・
６
年
生
の
部

◎
一
般
（
中
学
生
以
上
）
５
㎞

　

男
子　

中
学
生
〜
34
歳
の
部

　

男
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

　

男
子　

50
歳
以
上
の
部

　

女
子　

中
学
生
〜
34
歳
の
部

　

女
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

　

女
子　

50
歳
以
上
の
部

◎
一
般
（
高
校
生
以
上
）
15
㎞

　

男
子　

高
校
生
〜
34
歳
の
部

　

男
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

　

男
子　

50
歳
以
上
の
部

　

女
子　

高
校
生
〜
34
歳
の
部

　

女
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

　

女
子　

50
歳
以
上
の
部

○
参
加
料

　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
２
㎞　

無
料

　

・
小
学
生
３
㎞　

無
料

　

・
一
般
（
中
学
生
以
上
）
５
㎞

　
　
　
《
一　

般
》
２
５
０
０
円

　
　
　
《
中
高
生
》
１
０
０
０
円

　

・
一
般
（
高
校
生
以
上
）
15
㎞

　
　
　
《
一　

般
》
２
５
０
０
円

　
　
　
《
高
校
生
》
１
０
０
０
円

○
表　

彰

フ
ァ
ミ
リ
ー
２
㎞
を
除
く
全
種

目
〔
計
18
部
門
〕
の
各
１
位
〜

６
位

な
お
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
２
㎞
は
完

走
証
明
書
の
み
と
な
り
ま
す
。

○
申
込
方
法

〔
有
料
種
目
参
加
の
場
合
〕

所
定
の
参
加
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
岩
出
市
民

総
合
体
育
館
内
事
務
所
に
参
加

料
を
添
え
て
直
接
申
し
込
む

か
、
も
し
く
は
郵
便
局
に
て
郵

便
振
替
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

〔
無
料
種
目
参
加
の
場
合
〕

所
定
の
参
加
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
岩
出
市
民

総
合
体
育
館
内
事
務
所
に
直
接

申
し
込
む
か
、
も
し
く
は
郵
送

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
用
紙
（
マ
ラ
ソ
ン
大

会
専
用
郵
便
振
替
用
紙
付
き
）

は
、
岩
出
市
民
総
合
体
育
館
内

事
務
所
等
に
備
え
付
け
て
お
り

ま
す
。

○
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　

〒
６
４
９

６
２
３
２

　
　

岩
出
市
荊
本
63

２

　
　

総
合
体
育
館
内
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
62

０
３
７
０

○
申
込
締
切
日

平
成
19
年
２
月
20
日
㈫
ま
で
に

必
着
の
こ
と
。（
総
合
体
育
館

は
午
後
５
時
ま
で
）

○
注
意
事
項

•
競
技
中
の
疾
病
・
傷
害
に
つ
い

て
は
応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
負
い
ま

せ
ん
。

•
本
大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
医
師
に
相
談
し
て

下
さ
い
。

•
雨
天
等
で
大
会
の
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
る
場
合
は
、
市
内
放
送
ま

た
は
総
合
体
育
館
へ
問
い
合
わ

せ
、
確
認
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
大
会
の
延
期
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

•
大
会
運
営
上
、
各
種
目
と
も
制

限
時
間
内
で
ゴ
ー
ル
で
き
て
い

な
い
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
走

行
を
打
ち
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

市制施行記念・合併50周年記念

岩出市マラソン大会
参 加 者 募 集

第１回

　

小
坂
田
選
手
は
、
日
本
の
陸
上

男
子
四
百
メ
ー
ト
ル
、千
六
百
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
に
は
欠
か
せ
な
い
選

手
と
し
て
有
名
で
、
ア
ト
ラ
ン
タ

大
会
か
ら
３
大
会
連
続
で
五
輪
出

場
し
、
ア
テ
ネ
大
会
で
は
千
六
百

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
日
本
チ
ー
ム

を
四
位
入
賞
に
導
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
競
技
生
活
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
ち
、
現
在
は
大
阪
ガ
ス
に
残

ら
れ
、
会
社
員
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

アテネ五輪４位の
小
お さ か た

坂田淳
じゅん

選手（大阪ガス）
がゲストランナー
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現
在
は
、
予
防
医
学
の
時
代
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。「
自
分
の
健
康
は
、
自

分
で
つ
く
る
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
ま
ず
自
分
の
健
康
状
態
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
岩
出
市
国

民
健
康
保
険
で
は
、
保
健
事
業
の

一
環
と
し
て
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
者

満
30
歳
以
上
の
岩
出
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
で
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
及

び
納
付
誓
約
を
交
わ
し
履
行
中

の
世
帯

◎
定　

員

　

１
６
０
名
以
内

◎
検
査
費
用
額

３
５
，
０
０
０
円
の
う
ち
受
検

者
に
は
、
５
，
０
０
０
円
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
検
査
項
目

身
体
計
測
・
視
力
聴
力
検
査
・

血
液
検
査
（
一
般
・
血
清
・
生

化
学
）・
尿
便
検
査
・
血
圧
・

心
電
図
・
眼
底
・
肺
活
量
・
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
胃
造
影
検
査
・

腹
部
超
音
波
検
査

◎
検
査
機
関

　

富
田
病
院

　
　

岩
出
市
紀
泉
台
２
番
地

　

那
賀
病
院

　
　

紀
の
川
市
打
田
1282
番
地

◎
申
し
込
み
先

保
険
年
金
課
国
保
係
ま
で
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み

は
一
切
受
付
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保

険
年
金
課
国
保
係
ま
で
（
内
線

１
９
２
・
１
９
３
）

　

岩
出
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
出
産
を
予
定
し
て

い
る
方
の
出
産
資
金
を
必
要
と
す

る
世
帯
主
に
、
そ
の
資
金
を
貸
し

付
け
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◎
貸
付
対
象
者

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
加

入
者
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

被
保
険
者
の
方
が
あ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
に

限
り
ま
す
。

⑴
一
か
月
以
内
に
、
出
産
を
予
定

し
て
い
る
方

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
、
医
療
機
関

等
か
ら
出
産
に
要
す
る
費
用
の

請
求
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た

は
、
既
に
そ
の
費
用
を
支
払
っ

た
方

◎
貸
付
額

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額

（
35
万
円
）
の
５
分
の
４
を
限

度
と
し
ま
す
。

◎
貸
付
利
息

　

無
利
息

◎
貸
付
申
し
込
み

　

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う

と
す
る
世
帯
主
は
、
申
込
書
に
次

の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
書
類
を
添

付
し
て
、
国
保
係
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
出
産
予
定
日
前
１
か
月
以
内
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
及
び
医
療
機
関

等
か
ら
の
出
産
に
要
す
る
費
用

の
内
訳
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書

ま
た
は
領
収
書

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保

険
年
金
課
国
保
係
ま
で
（
内
線

１
９
２
・
１
９
３
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
か
た

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金

貸
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

第
48
回
大
阪
居
合
同
大
会

日
時　

平
成
18
年
12
月
３
日
㈰

場
所　

大
阪
市
舞
州
ア
リ
ー
ナ

結
果

　
（
７
段
の
部
・
優
秀
演
武
賞
）

　
　
　

熊
谷　

博　
　

　
　
　

桝
谷
加
代
子

第
１
回

岩
出
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

平
成
18
年
11
月
23
日
㈭

場
所　

岩
出
市
立
体
育
館

結
果

　

○
９
人
制
男
女
混
成

　

優
勝
（
Ａ
コ
ー
ト
）

　
　

さ
く
ら
ぐ
み

　

優
勝
（
Ｂ
コ
ー
ト
）

　
　

ウ
イ
ン
グ

　

優
勝
（
Ｃ
コ
ー
ト
）

　
　

チ
ー
ム
山
北

　

○
６
人
制
フ
リ
ー
男
子

　

優
勝
（
Ａ
コ
ー
ト
）

　
　

が
ん
ば
れ
！
チ
ビ
ッ
ク
ス

　

優
勝
（
Ｂ
コ
ー
ト
）

　
　

岩
出
Ｓ
Ｓ

　

○
６
人
制
フ
リ
ー
女
子

　

優
勝

　
　

近
代
女
子

第
19
回

紀
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時　

平
成
18
年
12
月
17
日
㈰

場
所　

橋
本
体
育
館

結
果

　

○
４
年
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

準
優
勝　

宮
本　

冴
香

　
　
　
　
　

山
本　

幸
歩

　

○
５
年
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

準
優
勝　

玉
井
沙
也
加

　
　
　
　
　

木
村　

茉
帆

　

３
位　
　

茶
谷　

彩
有

　
　
　
　
　

角　

奈
津
美

　

○
５
年
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

３
位　
　

福
岡　

祥
平

　
　
　
　
　

岡
村　

拓
路

ス

ポ

ー

ツ

主
な
大
会
結
果
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　今月は、冬野菜として多く栽培されている大根とカブを使った
料理２品ご紹介します。

料理名 干し柿の大根巻き グループ名 フレンドグループ

【材料】（4人分）
大根‥‥‥‥‥‥‥‥ 1/8 本
干し柿‥‥‥‥‥‥‥‥ ４個
すし酢
　酢‥‥‥‥‥‥‥‥ 200cc
　砂糖　‥‥‥‥‥‥‥ 150g
　塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥　40g
　味の素‥‥‥‥‥‥‥ 適量

【作り方】
①　大根は薄く輪切りにし、５～６時間天日に

干す。
②　干し柿の種を取り除き適当な大きさに切

る。
③　大根で干し柿をくるくると巻き、すし酢に

漬け、４～５日おく。

～岩出町生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

［料理のいわれ、特徴］
　かたくなってきた干し柿を使って季節の野菜といっしょに酢の物にしました。

料理名 カブのコンポート グループ名 さなえグループ

【材料】（2人分）
カブ（皮をむいて） ‥‥ 200g
白ワイン‥‥‥‥‥‥大さじ 2

Ａ
　グレープフルーツジュース ‥大さじ 1
　　ダイエット甘味料 ‥小さじ 2
ゼラチン‥‥‥‥‥ 　2～ 3g

【作り方】
①　カブは皮をむき、1.5 ㎝角に切る。
②　①を電子レンジにかけられる袋に入れ、口をゆるくひねって４分加熱する。
ワインを加えてさらに１分加熱し、アルコール分をとばす。

③　②にＡを加えてきゅっと絞り、液が全体に回るようにする。
④　カブを取り出し、汁をあたため沸騰する直前に火を止めてからゼラチンを

入れて混ぜ、あら熱を取りカブを戻し容器に入れて冷やし固める。

［料理のいわれ、特徴］
　カブを少し変わった利用の仕方で料理してみました。夏には冬瓜で作ってもおいしいです。

何
も
か
も
苦
労
知
っ
て
る
足
の
裏　
　
　
　
　

湯
峯　

保
子

朝
か
ら
は
カ
ラ
ス
が
騒
ぎ
気
味
悪
し　
　
　
　

吉
田　

泰
司

義
歯
替
え
て
豆
や
す
る
め
に
待
機
す
る　
　
　

和
田　

良
一

い
い
便
り
電
話
の
側
を
離
れ
な
い　
　
　
　
　

上
岡　

正
直

見
え
透
い
て
い
る
嘘
を
黙
っ
て
聞
い
て
や
る　

榎
本　

風
花

肥
満
に
も
散
歩
す
る
葦
し
な
い
葦　
　
　
　
　

小
倉　

ア
サ

お
騒
が
せ
し
た
人
一
番
け
ろ
っ
と
し　
　
　
　

小
谷　
　

啓

食
卓
に
期
待
通
り
の
妻
の
愛　
　
　
　
　
　
　

田
村　

政
治

婆
さ
ん
の
杖
に
化
け
ま
す
乳
母
車　
　
　
　
　

鳥
羽　

正
義

騒
ぎ
事
気
に
も
止
め
な
い
老
い
二
人　
　
　
　

福
田　
　

斌

ラ
イ
バ
ル
社
談
合
だ
け
は
結
束
し　
　
　
　
　

福
田　

武
幸

考
え
て
考
え
込
ん
で
入
る
迷
路　
　
　
　
　
　

村
中　

悦
男

あ
れ
そ
れ
で
通
じ
る
内
は
大
丈
夫　
　
　
　
　

山
崎　
　

稔

折
り
返
す
長
き
道
程
税
重
く　
　
　
　
　
　
　

目
取
真
ち
か

川
柳
岩
出
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インターネット予約とは
　インターネット・図書館内の検索端末で、本を５冊まで予
約することができます。
　インターネット・図書館内の検索端末で、ご自身が借りて
いる図書館の資料の確認・予約の取消をすることができます。
※パスワードの申請・メールアドレスの登録が必要です
　予約の本が受取可能になった時の連絡を、メールで受け取
ることができるようになります。
●「パスワード」って、なに？
　「パスワード」は、岩出図書館・駅前ライブラリー・総合
保健福祉センター内の検索端末を使って、ご自身の貸出状況
の確認、予約の確認・取消をするときに必ず必要なものです。
　予約の連絡を携帯電話・パソコンのメールで受け取りたい
方も必要になります。メールアドレスの登録は、図書館内の
検索端末やインターネットを使ってご自身で行ってください。
（「パスワード」のことを、「あんしょうばんごう」と表記し
ている場合もあります。）
●パスワードの申請は、誰でもできるの？
　パスワードの申請ができる人は、岩出図書館の利用カード
をもつ高校生以上のご本人に限ります。中学生以下の方のみ、
保護者の同意が必要です。
　家族の代理（子どもの代理も含む）は、受付できません。
　ただし、図書館に来館が困難な方については、カウンター
職員にご相談ください。
●パスワードの申請には、何が必要なの？
１．岩出図書館利用カード
２．パスワードの申込書（中学生以下の方は、申込書に保護
者の同意が必要です）

３．申請者の住所、ご本人と確認できる官公庁発行の身分証
明書

★市外のお住まいの方は、３の本人確認できるものと勤務先・通学先が

岩出市内にあることが確認できるものの２点が必要となります。勤務先・

通学先が確認できるものが用意できない方は、図書館にある所定の用紙

に、勤務先・通学先の証明をもらってください。

おはなしドロップス
図書館ボランティア「おはなしドロップス」のみなさんによ
るおはなし会です。
＊詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご覧ください。

平成 19年 2月 4日㈰　13：30 ～

おはなしのとびら
朗読グループ「岩出やよい会」のみなさんによるおはなし会
です。
＊詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご覧ください。

平成 19年 2月 17日㈯
　第１部　13：30～ 14：00　幼児向け
　第２部　14：10～ 14：40　小学生向け

図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

中央公民館図書館・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

2月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

インターネット予約が始まりました!

おはなし会のお知らせ 場所：岩出図書館おはなし室

印は休館日です。3月 1日㈭は休館となります。☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。 印は岩出図書館本館が休館のため、閲覧のみとなります。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

特別整理期間とは・・・
　岩出図書館（分館・分室含む）では特別整理期間として年に一度（２月）の
休館をいたします。
　この間は、10万冊以上ある所蔵資料の動きを止めての一斉点検（棚卸し）
や、普段できない建物機器の修理・点検を行う大切な時期になっています。
　図書館の資料は貸出・返却や館内閲覧によって場所が常に動くことや、置き
場所が細かく決まっているために、その場所にないと資料探しのご要望にお応
えできないという事態が発生します。
　快適で便利に図書館を使うために必要な作業を行っておりますので、ご迷惑
をおかけしますが、ご理解のほどお願いします。
　なお、期間中の本の返却は、図書館正門右横のブックポストをご利用くださ
い。

特別整理期間の作業内容
１．ハンディ端末を使っての全資料の点検（約 10 万冊の
資料のバーコードを１冊ずつチェックします）

２．建物設備の点検・修理（耐久機材の交換や、点検修理
をします）

３．機器類の定期点検修理（機械部品の交換や、点検修理
をします）

４．普段できない清掃・消毒（本をよけて書架を清掃したり、
館内の消毒をします）

５．防災設備の点検や訓練（非常ベルや消火設備の点検修
理や防災訓練をします）

６．書架整理（増えた本の移動や、古い本・雑誌などの処
理をします）
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市の人口と世帯（平成 18年 12月末日現在）　総人口 51,691 人　男 24,970 人　女 26,721 人　世帯数 19,220

下
水
道
っ
て
な
あ
に
？

下
水
道
っ
て
な
あ
に
？

７
時
間
目

公
共
下
水
道
建
設
費
の
財
源

公
共
下
水
道
を
建
設
す
る
に
は
た
く
さ
ん
の
費
用
が
必
要
で
す
。
こ
の
費
用
を
ま

か
な
う
た
め
の
財
源
は
、
大
き
く
分
け
て
３
種
類
あ
り
ま
す
。

①
国
費

②
起
債
（
借
入
金
）

③
受
益
者
負
担
金
等

①
は
、
比
較
的
大
き
な
下
水
管
や
処
理
場
、
ポ
ン
プ
場
と
い
っ
た
、
下
水
道
の

中
で
も
重
要
な
施
設
を
作
る
際
に
、
国
か
ら
補
助
さ
れ
る
財
源
で
す
。
そ
う
し

た
施
設
を
作
る
た
め
に
必
要
な
費
用
の
50
％
は
国
の
補
助
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

②
は
、
市
が
将
来
の
返
済
を
約
束
し
て
借
り
入
れ
る
借
金
の
こ
と
で
す
。
下
水

道
は
一
度
作
る
と
数
十
年
に
わ
た
っ
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
将

来
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も
下
水
道
使
用
料
と
し
て
少
し
ず
つ
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
一
時
に
大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

③
は
、
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
負
担
（
受じ
ゅ
え
き
し
ゃ

益
者

負ふ
た
ん
き
ん

担
金
と
い
い
ま
す
）
と
、
市
の
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
る
財
源
で
す
。

　

左
の
図
は
、
岩
出
市
の
公
共
下
水
道
建
設
費
の
財
源
の
内
訳
を
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
す
。

　

大
半
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
起
債
（
借
金
）
が
あ
て
ら
れ
、
建
設
時
に
必
要
な

負
担
は
全
体
の
５
％
程
度
で
す
。

　

起
債
は
将
来
分
割
し
て
（
30
年
間
程
度
）
返
済
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

下
水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
事
業
部
下
水
道
課
ま
で
お
気
軽
に

　
　
　
　
　
　

連
絡
先　

６
２

２
１
４
１
（
内
線
３
３
３
・
３
３
４
）

国　費

補助対象 単独

受益者負担金等

起　債

起　債

5/10

4.5/10

0.5/10 0.5/10

9.5/10

国からの
補助金

利用者負担

借入金


